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評価基準及び評価体制について（案）

 「本体開発・運用保守・関連業務調整支援業務」及び「入退場管理システム・安全管理システム・就業履歴登
録システム連携認定業務」

 「就業履歴登録機能開発業務」
 「コールセンター・ヘルプデスク対応業務」
 「申請・受付業務」（運営主体業務も含む）
 「カード発行・送付業務」

建設キャリアアップシステム関連5業務について、入札参加業者の評価基準を整理する。

（注）本体開発・運用保守・関連業務調整支援業
務と入退場管理システム・安全管理システム・
就業履歴登録システム連携認定業務はまとめ
て調達する予定。

（補足）番号は要件定義書の対応箇所

建設キャリアアップシステムの関連業務
と要件定義書の範囲（概念図）
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建設キャリアアップシステム関連5業務の入札業者評価方法（要点）

対象業務 業務概要 発注方法
（案）

主な入札参加要件（案）
注）

作業要員に求める
資格等の要件（案）

技術評価（案） 価格評価（案）

「本体開発・運用保
守・関連業務調整支
援業務」及び「入退
場管理システム・安
全管理システム・就
業履歴登録システム
連携認定業務」
（1-7-1、1-7-4）

システム開
発・運用保守
全般および連
携システムの
認定業務

総合評価
（技術と価
格評価）

・企業規模（全省庁統一資格
（Ａ、Ｂ、条件付きC等級）の
保有）

※全省庁統一資格を保有してい
ない場合は、全省庁統一資格
のランク判定基準に基づき、
同等に評価

・情報セキュリティ管理体制に
係る公的な資格や認証等を取
得していること（Ｐマーク、
ISO/IEC27001認証）

・品質管理体制に係る公的な資
格や認証等を取得しているこ
とが望ましい（ISO9001認証
等）

・受注実績（全国の複数の事業
所に跨がる利用者が数十万人
以上の情報システムの設計・
開発、入退場管理システムの
提供、システム監査）

等
※当該業務を複数事業者で共同提案

の場合は、代表者が満たしていれ
ばよいものとする。

（1）本体開発・運用保守・関連業務調整支援に係
る作業要員

・遂行責任者またはプロジェクトリーダは、大規模
システム（全国の複数の事業所に跨がる利用者が
数十万人以上の情報システム）の設計・開発の遂
行責任者としての経験を1件以上

・遂行責任者またはプロジェクトリーダは、以下の
資格をいずれか1つ以上保有していることが望ま
しい（同等の能力を証明できる場合は、それでも
可）
技術士（情報工学又は総合技術監理）

プロジェクトマネージャ
PM・スペシャリスト
PMP

・設計・開発に関わるメンバのうち、情報システム
の設計・開発等の情報処理業務の経験年数が10年
以上の者又は同等の実績を有する者を3分の１以
上配置

・設計・開発を行う担当者には、次に掲げる試験区
分の合格者を1名以上必要な人数含むことが望ま
しい
①システムアーキテクト試験
②データベーススペシャリスト試験

③ネットワークスペシャリスト試験
④情報セキュリティスペシャリスト試験

（2）入退場管理システム・安全管理システム連携
認定に係る作業要員

・受注者における遂行責任者、プロジェクトリーダ
及び担当者のうち1名は、以下の実績を過去5年以
内に有すること（それぞれの実績は同一の者が有
している必要はない）。
入退場管理システムの提供に係る実績

システム監査に係る実績
・遂行責任者またはプロジェクトリーダは、以下の
資格をいずれか1つ以上保有していることが望ま
しい（同等の能力を証明できる場合は、それでも
可）
技術士（情報工学又は総合技術監理）

システム監査技術者(情報処理技術者試験)

①実施方針
・システムの新規開発・運
用保守にあたっての基本
的な考え方

②工程計画（開発スケ
ジュールへの対応可否）

③要件への対応可否
④追加提案
・設計・開発に係る提案
－運用主体による登録作業
を効率化するための支援
機能について提案

－利便性の高い情報閲覧機
能の提案

－開発工期短縮に向けた提
案 等

・運用に係る提案
－関係する組織と円滑に運
用を進めるための提案

・普及展開方策に係る提案
－利用者にとっての魅力を
高めるためのビジネスモ
デル（HP開設、技能者
向けサービス、カード発
行額の減額提案等）の提
案

・費用（単価設
定）の考え方

・開発費用
・運用費用（単価
設定に基づいた
試算：5年）

注）関連業務を同一の体制で提案する場合（複数業務をあわせて提案する場合）は、各業務の要件をそれぞれ満たすこと。 2



建設キャリアアップシステム関連5業務の入札業者評価方法（要点）

対象業務 業務概要 発注方法
（案）

主な入札参加要件（案）
注）

作業要員に求める
資格等の要件（案）

技術評価（案） 価格評価（案）

就業履歴登録機能開
発業務
（1-7-2）

就業履歴デー
タを登録・蓄
積できる最低
限の入場実績
記録機能の開
発業務

総合評価
（技術と価
格評価）

・情報セキュリティ管理体制に係る公的
な資格や認証等を取得していること
（Ｐマーク、ISO/IEC27001認証）

・品質管理体制に係る公的な資格や認証
等を取得していることが望ましい
（ISO9001認証 等）

・受注実績（データ伝送機能を有する情
報システムの設計・開発）

等
※当該業務を複数事業者で共同提案の場合は、
代表者が満たしていればよいものとする。

・設計・開発に関わるメンバのうち、情報
システムの設計・開発等の情報処理業務
の経験年数が10年以上の者又は同等の
実績を有する者を配置

・設計・開発を行う担当者には、次の資格
を有する者又は同等の実績を有する者を
1名以上含むことが望ましい。
□エンベデッドシステムスペシャリスト試験

社団法人 組み込みシステム協会（JASA）
の実施するETEC（組込技術者試験制度）の
合格者

①実施方針
・機能の設計・開発にあたっ
ての基本的な考え方

②要件への対応可否
③追加提案
・品質管理に係る提案
・工期短縮に係る提案

・開発費用
・運用費用（5
年）

コールセンター・ヘ
ルプデスク対応業務
（1-7-3）

利用者や運営
側関係者から
の問合せ対応
業務

総合評価
（技術と価
格評価）

・情報セキュリティ管理体制に係る公的
な資格や認証等を取得していること
（Ｐマーク、ISO/IEC27001認証）

・品質管理体制に係る公的な資格や認証
等を取得していることが望ましい
（ISO9001認証 等）

・受注実績（ヘルプデスク業務、かつイ
ンバウンド型コールセンターの運営）
等

※当該業務を複数事業者で共同提案の場合は、
代表者が満たしていればよいものとする。

・受注者における遂行責任者、及び担当者
のうち1名は、ヘルプデスク業務、かつ
インバウンド型コールセンターの運営に
ついての経験を有する者であること。

①実施方針
②要件への対応可否
③追加提案
・業務を円滑かつ確実に実施
するうえでの留意点

・見積結果（初年
度）

・問い合わせ数な
どによって費用
が変動する場合
の考え方

申請・受付業務
（1-7-5）

申請内容の確
認やシステム
への入力等の
業務

総合評価
（技術と価
格評価）

・情報セキュリティ管理体制に係る公的
な資格や認証等を取得していること
（Ｐマーク、ISO/IEC27001認証）

・品質管理体制に係る公的な資格や認証
等を取得していることが望ましい
（ISO9001認証 等）

・受注実績（年間10万件以上の申請受
付） 等

※当該業務を複数事業者で共同提案の場合は、
代表者が満たしていればよいものとする。

・受注者における遂行責任者、及び担当者
のうち1名は、年間10万件以上の申請書
類の受付、申請内容の確認・入力、通知
書の発行等を行う業務についての経験を
有する者であること。

①実施方針
②要件への対応可否
③追加提案
・業務を円滑かつ確実に実施
するうえでの提案

・自社既存の仕組みと連携す
ることによる業務効率化提
案

・費用（単価設
定）の考え方

・単価設定に基づ
いた試算（5
年）

カード発行・送付業
務
（1-7-6）

ICカード作
成と送付業務

総合評価
（技術と価
格評価）

・情報セキュリティ管理体制に係る公的
な資格や認証等を取得していること
（Ｐマーク、ISO/IEC27001認証）

・品質管理体制に係る公的な資格や認証
等を取得していることが望ましい
（ISO9001認証 等）

・受注実績（年間10万枚以上のICカー
ド発行） 等

※当該業務を複数事業者で共同提案の場合は、
代表者が満たしていればよいものとする。

・受注者における遂行責任者、及び担当者
のうち1名は、年間10万枚以上のICカー
ド発行に係る経験を有する者であること。

①実施方針
②要件への対応可否
③追加提案
・業務を円滑かつ確実に実施
するうえでの提案

・カード発行額（実費）を減
額するための提案

・費用（単価設
定）の考え方

・単価設定に基づ
いた試算（5
年）

・（参考）カード
発行額（実費）
を減額するため
の提案が実現し
た場合の試算
（5年）

注）関連業務を同一の体制で提案する場合（複数業務をあわせて提案する場合）は、各業務の要件をそれぞれ満たすこと。 3



調達の評価体制について（案）

・ 建設キャリアアップシステムは建設産業全体にわたる横断的なインフラとなるものであり、調達

に際しては選定過程の公正性、透明性、客観性を確保する必要がある。このため、調達を実施する運
営主体に第三者を入れた選定評価委員会を設置し、選定作業を進めることとする。
なお、公正性を確保する観点から、選定評価委員は非公表とする。

＜選定評価委員会の構成案＞

○ 運営主体となる団体の責任者
○ 建設産業の担い手確保・育成に係る有識者
○ 情報システムに係る有識者
○ 出えん団体の代表

＜選定評価委員会の役割＞

○ 入札に係る方針及び評価基準の確認
○ 運営主体事務局による資格審査及び技術評価結果の審査、確認
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